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回次
第10期

第２四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自2023年７月１日
至2023年12月31日

自2022年７月１日
至2023年６月30日

売上高 （百万円） 363,304 653,112

経常利益 （百万円） 11,978 14,358

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 6,943 8,084

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7,120 8,673

純資産額 （百万円） 73,841 68,020

総資産額 （百万円） 251,259 200,639

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 71.35 82.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 28.5 32.8

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 56,288 18,445

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △12,801 △16,765

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △3,548 △5,192

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 63,835 23,898

回次
第10期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 37.94

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

３．当社は、第９期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第９期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

（流通小売事業）

　第１四半期連結会計期間において、株式会社青森トライアルを新たに設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。

（全社共通）

　第１四半期連結会計期間において、株式会社トライアルチャレンジドを新たに設立したため、連結の範囲に含めて

おります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当上場四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、 経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している新たなリスクの発生はありません。また、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(１）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2023年７月１日～2023年12月31日）における日本経済は、原材料価格の高騰やエネ

ルギーコスト及び人件費の増加に起因して、物価上昇が顕著となりました。さらに、世界情勢が不安定であること

や円安を主因として、電力などのエネルギーコストや輸入製品の価格が上昇しました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止の行動制限が緩和されたことで、経済活動の正常化が進みつつあります。

　小売業界においては、生活必需品をはじめとする様々な商品の価格上昇によって、消費者の節約志向が高まって

いる一方、外出や人が集まる機会の増加によって消費が促進されたことなどから、景気回復が期待されます。

　そのような環境の中、当社グループが掲げる「テクノロジーと、人の経験知で、世界のリアルコマースを変え

る。」というビジョンを実現するため、新規出店による店舗網の拡大及び既存店売上高の成長を実現しました。

　さらに、Skip CartなどのリテールAIデバイス（注）の導入推進によって、便利なお買い物体験の提供や、デー

タの蓄積及び活用を進める取り組みを実施してまいりました。

　以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高363,304百万円、営業利益11,568

百万円、経常利益11,978百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,943百万円となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりです。

　なお、売上高については、外部顧客への売上高の金額によっております。また、セグメント利益又はセグメント

損失については、未実現利益の消去等及び全社費用を調整する前の金額によっております。

（流通小売事業）

　「あなたの生活必需店。」をコンセプトとして、食品や日用消耗品を中心とした豊富な商品ラインナップを、競

争力ある価格で、24時間いつでもお買い物いただける店舗づくりを行っており、多様化するライフスタイルのあら

ゆるニーズにお応えしております。

　生鮮食品や弁当惣菜などの「食」を強化しており、できたての美味しさにこだわった商品開発を行っていること

が、お客様支持率向上につながっております。

　当第２四半期連結累計期間における流通小売事業の既存店売上高は、季節外れの高気温によって衣料品などの冬

物商品は軟調となった一方、食品などの生活必需品における品揃えや価格提案が奏功したこと、惣菜の支持率が上

昇したことにより好調に推移しました。

　新規出店については、スーパーセンターを３店舗、smartを３店舗、小型店を25店舗出店した一方、スーパーセ

ンターを１店舗、smartを３店舗、小型店を１店舗閉鎖しました。

　なお、新規出店数には、2023年10月に青森県で食品スーパーを運営する株式会社佐藤長より譲り受けた18店舗

（smart３店舗、小型店15店舗）を含んでおります。

　当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、311店舗（うちFC３店舗を含む）となりました。改装は、メガセンタ

ー３店舗、スーパーセンターを14店舗、smart２店舗を改装しました。

　以上の結果、当事業の売上高は361,993百万円、セグメント利益は12,641百万円となりました。

（リテールAI事業）

　便利なお買い物体験の提供や店舗オペレーションの省力化を目指したリテールテクノロジーの開発及び面の拡大

のための、投資を実施しております。積極的な投資を行う一方、赤字幅が縮小するなど、収穫期に入りつつありま

す。

　Skip Cartの導入推進（2023年12月末時点の導入店舗数：208店舗、導入台数19,401台）によって、決済時にレジ

の列に並ぶ必要がないなど、お客様視点の利便性が向上していると同時に、店舗のスループット（時間当たりのレ

ジ通過客数）が上昇しています。
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　さらに、デジタルサイネージの導入及びカメラによる画像分析を基に、データを起点とした業種の垣根を超えた

連携を行うことで、効率性が高いマーケティング手法の開発を行っております。

　小型店（TRIAL GO）において、レジ端末に設置されたカメラによる顔認証決済の実証実験を行うなど、新しい時

代の買い物体験を進化させる取り組みを行っております。

　以上の結果、当事業の売上高は482百万円、セグメント損失は308百万円となりました。

（その他の事業）

　不動産・リゾート事業について、新型コロナウイルスの感染症の行動規制緩和が旅行需要を喚起しました。

　訪日外国人観光客の増加によって、福岡県宮若市や大分県玖珠郡九重町（くすぐんここのえまち）などにおいて

運営している旅館などに徐々に回復の兆しが見え始めております。

　以上の結果、当事業の売上高は804百万円、セグメント損失は57百万円となりました。

（注）リテールAIデバイスとは、Skip Cart（決済機能付きレジカート）、インストアサイネージ（電子看板）や

購買行動を分析するためのAIカメラなど、小売業における人工知能テクノロジーの活用の方法として、当社

グループが研究開発を進めるデバイスです。

(２）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ50,620百万円増加し、251,259百万円となり

ました。これは主として、現金及び預金が39,937百万円、棚卸資産が1,719百万円、流動資産その他が1,916百万

円、土地が2,094百万円増加したことによるものであります。

　負債は前連結会計年度末に比べ44,798百万円増加し、177,417百万円となりました。これは主として、買掛金が

40,422百万円、未払法人税等が2,377百万円増加し、未払金が622百万円、長期借入金が1,849百万円減少したこと

によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ5,821百万円増加し、73,841百万円となりました。これは主として、剰余金

の配当1,265百万円と親会社株主に帰属する四半期純利益が6,943百万円の計上による利益剰余金が5,678百万円増

加したことによるものであります。

(３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は63,835百万円となりました。当第２四半期連

結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主な支出項目として棚卸資産の増加額が1,713百万円、法人税等の支払

額が3,145百万円あったものの、主な収入項目として税金等調整前四半期純利益が11,978百万円、減価償却費の計

上が5,621百万円、仕入債務の増加額が41,426百万円などにより56,288百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出11,797百万円などにより12,801百万円の

支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出2,236百万円、配当金の支払額1,265百万円

などにより3,548百万円の支出となりました。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 320,000,000

計 320,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 97,690,400 97,690,400 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない、当社に

おける標準となる株

式であります。な

お、単元株式数は

100株であります。

計 97,690,400 97,690,400 － －

②【発行済株式】

（注）当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めておりましたが、2024年１月４日開

催の臨時株主総会の決議により、2024年１月16日付で当該譲渡制限を撤廃しております。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 97,690,400 － 100 － 19,208

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社ティー・エイチ・シー
福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目５番19

号サンライフ第３ビル６F
66,000,000 67.82

株式会社Heroic investment
福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目５番19

号サンライフ第３ビル６F
9,374,200 9.63

永田　久男 福岡県宮若市 1,963,800 2.02

株式会社PALTAC 大阪府大阪市中央区本町橋２番46号 1,200,000 1.23

サントリー株式会社 東京都港区台場二丁目３番３号 1,000,000 1.03

三井食品株式会社 東京都港区西新橋一丁目１番１号 1,000,000 1.03

ヤマエ久野株式会社
福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目13番34

号
1,000,000 1.03

加藤産業株式会社 兵庫県西宮市松原町９番20号 600,000 0.62

北尾　吉孝 東京都千代田区 400,000 0.41

SBIVenturesTwo株式会社 東京都港区六本木一丁目６番１号 400,000 0.41

フクシマガリレイ株式会社 大阪府大阪市西淀川区竹島二丁目６番18号 400,000 0.41

計 － 83,338,000 85.63

（５）【大株主の状況】
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2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　370,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　97,319,500 973,195

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い、当社における標準と

なる株式であります。な

お、単元株式数は100株で

あります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 97,690,400 － －

総株主の議決権 － 973,195 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

㈱トライアルホールディ

ングス

福岡市東区多の津

一丁目12番２号
370,900 － 370,900 0.38

計 － 370,900 － 370,900 0.38

②【自己株式等】

2024/02/08 20:19:29／23087116_株式会社トライアルホールディングス_公開申請書類（第２四半期）

- 9 -



２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第２四半期連結会計期

間（2023年10月１日から2023年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年７月１日から2023年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、PwC Japan有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,898 63,835

売掛金 974 1,414

棚卸資産 ※ 46,388 ※ 48,108

その他 10,854 12,770

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 82,114 126,127

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 110,980 115,932

減価償却累計額 △40,779 △43,424

建物及び構築物（純額） 70,201 72,507

機械装置及び運搬具 13,113 14,065

減価償却累計額 △8,085 △8,472

機械装置及び運搬具（純額） 5,028 5,592

土地 18,160 20,254

建設仮勘定 786 888

その他 33,614 35,544

減価償却累計額 △24,791 △26,088

その他（純額） 8,823 9,455

有形固定資産合計 102,999 108,698

無形固定資産

その他 2,682 2,567

無形固定資産合計 2,682 2,567

投資その他の資産

投資有価証券 4,660 4,868

繰延税金資産 1,917 2,376

建設協力金 1,486 1,622

敷金及び保証金 4,621 4,890

その他 156 107

投資その他の資産合計 12,842 13,865

固定資産合計 118,524 125,132

資産合計 200,639 251,259

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 71,852 112,274

１年内返済予定の長期借入金 4,426 4,039

未払金 8,162 7,539

未払法人税等 2,781 5,159

未払消費税等 494 1,844

契約負債 9,413 9,756

賞与引当金 468 779

ポイント引当金 599 639

その他 9,466 12,037

流動負債合計 107,666 154,071

固定負債

長期借入金 15,164 13,315

資産除去債務 8,011 8,269

その他 1,776 1,760

固定負債合計 24,952 23,345

負債合計 132,618 177,417

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 3,568 3,565

利益剰余金 61,778 67,456

自己株式 △529 △529

株主資本合計 64,917 70,592

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 550 483

繰延ヘッジ損益 8 8

為替換算調整勘定 408 408

その他の包括利益累計額合計 968 900

非支配株主持分 2,134 2,348

純資産合計 68,020 73,841

負債純資産合計 200,639 251,259
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

売上高 363,304

売上原価 291,744

売上総利益 71,560

その他の営業収入 1,258

営業総利益 72,818

販売費及び一般管理費 ※ 61,249

営業利益 11,568

営業外収益

受取利息及び配当金 10

持分法による投資利益 385

投資有価証券売却益 88

その他 141

営業外収益合計 625

営業外費用

支払利息 46

固定資産除却損 65

為替差損 52

その他 50

営業外費用合計 215

経常利益 11,978

税金等調整前四半期純利益 11,978

法人税、住民税及び事業税 5,205

法人税等調整額 △413

法人税等合計 4,791

四半期純利益 7,187

非支配株主に帰属する四半期純利益 244

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,943

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

四半期純利益 7,187

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △68

為替換算調整勘定 △1

持分法適用会社に対する持分相当額 2

その他の包括利益合計 △67

四半期包括利益 7,120

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,876

非支配株主に係る四半期包括利益 244

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,978

減価償却費 5,621

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

ポイント引当金の増減額（△は減少） 39

賞与引当金の増減額（△は減少） 311

受取利息及び受取配当金 △10

支払利息 46

持分法による投資損益（△は益） △385

売上債権の増減額（△は増加） △440

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,713

仕入債務の増減額（△は減少） 41,426

その他 2,255

小計 59,130

利息及び配当金の受取額 10

利息の支払額 △45

法人税等の支払額 △3,145

法人税等の還付額 338

営業活動によるキャッシュ・フロー 56,288

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,797

有形固定資産の売却による収入 52

無形固定資産の取得による支出 △110

投資有価証券の売却による収入 168

建設協力金の支払による支出 △200

建設協力金の回収による収入 63

敷金及び保証金の差入による支出 △297

敷金及び保証金の返還による収入 75

事業譲受による支出 △618

その他 △137

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,801

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,236

リース債務の返済による支出 △13

配当金の支払額 △1,265

非支配株主への配当金の支払額 △30

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,548

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39,937

現金及び現金同等物の期首残高 23,898

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 63,835

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社トライアルチャレンジド及び株式会社青森トライア

ルを連結の範囲に含めております。
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前連結会計年度
（2023年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

商品 46,291百万円 47,983百万円

原材料及び貯蔵品 97 124

（四半期連結貸借対照表関係）

※　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

給与及び手当 11,242百万円

雑給 18,912

賞与引当金繰入額 779

ポイント引当金繰入額 639

減価償却費 5,150

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
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当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

現金及び預金勘定 63,835百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 63,835

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月28日

定時株主総会
普通株式 1,265 13 2023年６月30日 2023年９月29日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

連結財務諸表
計上額

（注）３流通小売 リテールAI 計

売上高

外部顧客への売上高 361,993 482 362,475 804 363,280 24 363,304

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13 2,037 2,051 1,297 3,348 △3,348 －

計 362,007 2,519 364,527 2,101 366,629 △3,324 363,304

セグメント利益又は

損失（△）
12,641 △308 12,332 △57 12,275 △707 11,568

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産・リゾート事

業を含んでいます。

２．調整額は以下のとおりであります。

(１）売上高の調整額△3,348百万円は、セグメント間取引消去△3,348百万円であります。

(２）外部顧客への売上高の調整額24百万円は、事業セグメントに配分していない売上高でありま

す。

(３）セグメント利益の調整額△707百万円は、未実現利益の消去等△62百万円、全社費用の純額

△644百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　2023年１月１日より株式会社白鳥ロジスティックシステムを「流通小売」から「その他」へ変更してお

りますが、2022年11月30日付で新設分割した会社であり、前連結会計年度のセグメント情報を当年度の区

分方法により作成することが実務上困難であるため、当第２四半期連結累計期間の売上高及び利益又は損

失の金額に関する情報を、変更前の報告セグメントの区分により表示しております。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

（連結子会社間の合併）

１．取引の概要

(１）結合当事企業の名称及び事業の内容

結合企業の名称　　：株式会社Retail AI

事業の内容　　　　：リテールAIセグメントの経営管理

被結合企業の名称　：株式会社Retail AI X

事業の内容　　　　：「MD-LinK」等のソフトウェア開発及びデータ分析

被結合企業の名称　：株式会社Retail AI Engineering

事業の内容　　　　：業務システムの受託開発

被結合企業の名称　：株式会社Retail SHIFT

事業の内容　　　　：「Skip Cart」のソフトウェア開発

(２）企業結合日

2023年10月１日

(３）企業結合の法定形式

株式会社Retail AIを存続会社として、株式会社Retail AI X、株式会社Retail AI Engineering及び株式会

社Retail SHIFTを消滅会社とする吸収合併

(４）企業結合後の名称

株式会社Retail AI

(５）その他取引の概要に関する事項

　当社グループの連結子会社各社の経営資源を統合して経営の効率化を図り、当社グループの企業価値の向

上を目指します。

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取

引等として会計処理を行っております。
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取得の対価 現金 419百万円

取得原価 419百万円

アドバイザリー費用等 15百万円

固定資産 419百万円

資産合計 419

（連結子会社による事業譲受）

　当社の連結子会社である株式会社青森トライアルは、2023年10月23日付で株式会社佐藤長の食品小売事業及び鮮

魚テナント事業の事業譲受を実施いたしました。

１．企業結合の概要

(１）被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称：株式会社佐藤長

譲受事業の内容　：食品小売及び鮮魚テナント

(２）企業結合を行った主な理由

株式会社佐藤長は、青森県に拠点をおき食品スーパーマーケットを展開しております。同社の食品小売事業

及び鮮魚テナント事業を譲り受けることより、当社グループの流通小売事業の東北地区の小売営業拠点の拡

充がなされ、製造や物流面も含めて同地区の営業基盤強化が図れるものと判断し、同社の事業を譲り受ける

ことといたしました。

(３）企業結合日

2023年10月23日

(４）企業結合の法的形式

現金を対価とする事業譲受

２．連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

2023年10月24日から2023年12月31日まで

３．譲受事象の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

４.主要な取得関連費用の内容及び金額

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

６．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当第２四半期連結累計期間の連結損益計算書に

及ぼす影響の概算額及びその算定方法

概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。
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取得の対価 現金 199百万円

取得原価 199百万円

固定資産 199百万円

資産合計 199

　当社の連結子会社である株式会社トライアルカンパニーは、2023年10月23日付で株式会社青森食研の食品加工事

業の事業譲受を実施いたしました。

１．企業結合の概要

(１）被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称：株式会社青森食研

譲受事業の内容　：食品加工事業

(２）企業結合を行った主な理由

株式会社青森食研は、青森県に拠点をおき株式会社佐藤長向けに食品加工事業を展開しております。株式会

社佐藤長とともに同社の食品加工事業を譲り受けることより、当社グループの流通小売事業の東北地区の小

売営業拠点の拡充がなされ、製造や物流面も含めて同地区の営業基盤強化が図れるものと判断し、同社の事

業を譲り受けることといたしました。

(３）企業結合日

2023年10月23日

(４）企業結合の法的形式

現金を対価とする事業譲受

２．連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

2023年10月24日から2023年12月31日まで

３．譲受事象の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

４．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

５．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当第２四半期連結累計期間の連結損益計算書に

及ぼす影響の概算額及びその算定方法

概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。
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報告セグメント
その他
（注）１

合計
流通小売 リテールAI 計

グロサリー 111,023 － 111,023 － 111,023

デイリー 66,527 － 66,527 － 66,527

フレッシュ 88,477 － 88,477 － 88,477

生活 43,936 － 43,936 － 43,936

ハード 37,408 － 37,408 － 37,408

アパレル 11,105 － 11,105 － 11,105

情報サービス － 312 312 － 312

その他 3,514 170 3,684 828 4,513

計 361,993 482 362,475 828 363,304

その他の営業収益（注）２ 604 － 604 － 604

顧客との契約から生じる収益 362,598 482 363,080 828 363,908

その他の収益（注）３ 545 － 545 108 653

外部顧客への営業収益 363,143 482 363,625 937 364,562

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第２四半期連結累計期間（自2023年７月１日 至2023年12月31日）

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産・リゾート事業を含

んでおります。

２．「その他の営業収益」は、店舗運営における管理手数料収入であります。

３．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく収益であります。
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当第２四半期連結累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 71円35銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 6,943

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（百万円）
6,943

普通株式の期中平均株式数（株） 97,319,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、期中

平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。

2024/02/08 20:19:29／23087116_株式会社トライアルホールディングス_公開申請書類（第２四半期）

- 25 -



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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